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東洋法学　第56巻第 2号（2013年 1 月）
291
る
。
従
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
同
性
婚
問
題
の
論
議
、
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
法
律
論
議
も
、
に
わ
か
に
収
束
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
紀
・
前
掲
書
八
三
頁
）。
　
ア
メ
リ
カ
の
幾
つ
か
の
州
に
お
い
て
は
、
同
性
婚
の
合
法
化
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
幾
つ
か
の
新
た
な
法
律
問
題
が
惹
起
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
等
の
少
数
の
州
を
除
い
て
、
そ
の
他
の
州
に
お
い
て
は
、
同
性
婚
又
は
民
事
婚
姻
若
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
合
法
性
が
拒
絶
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
性
婚
当
事
者
が
移
住
し
た
場
合
、
一
連
の
諸
問
題
、
例
え
ば
、
同
性
配
偶
者
が
離
婚
又
は
死
亡
し
た
と
き
、
い
か
よ
う
に
財
産
を
分
配
又
は
相
続
す
る
か
、
裁
判
所
が
い
か
よ
う
に
子
の
監
護
権
を
決
定
す
る
か
、
同
性
配
偶
者
は
健
康
福
祉
を
享
有
で
き
る
か
、
死
亡
配
偶
者
の
退
職
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
同
性
配
偶
者
が
相
手
の
配
偶
者
に
代
わ
っ
て
医
療
決
定
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
等
の
諸
問
題
が
あ
る
（
紀
・
前
掲
書
八
三
頁
）。
　
各
州
に
お
い
て
い
か
な
る
よ
う
に
法
律
の
衝
突
問
題
を
解
決
す
る
か
に
つ
い
て
、
二
つ
の
方
法
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
同
性
婚
事
件
に
対
し
て
判
決
を
下
す
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
連
邦
憲
法
を
修
正
し
て
、
婚
姻
の
定
義
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
家
事
法
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
各
州
政
府
の
権
限
の
範
疇
に
属
す
る
が
、
し
か
し
、
事
件
が
連
邦
憲
法
に
関
わ
り
が
あ
る
場
合
に
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
事
件
を
審
理
・
判
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
統
一
的
な
解
決
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
主
流
と
な
る
民
意
は
、
こ
の
議
論
に
関
し
て
、
各
州
の
決
定
を
尊
重
す
る
方
向
へ
と
傾
い
て
い
る
か
ら
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
短
期
間
に
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
審
理
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
上
院
が
二
〇
〇
六
年
に
、
四
十
九
票
対
四
十
八
票
の
差
で
、
同
性
婚
を
禁
止
す
る
修
正
草
案
を
否
定
し
て
お
り
、
憲
法
修
正
案
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
六
十
票
ま
で
に
は
、
ま
だ
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
（
紀
・
前
掲
書
八
三
頁
）。
　
な
お
、
本
報
告
後
に
お
け
る
よ
り
最
近
の
動
向
に
関
す
る
報
告
と
し
て
、
本
研
究
会
第
四
一
回
報
告
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
（
じ
ょ
・
ず
い
せ
い　
東
洋
大
学
法
学
部
非
常
勤
講
師
）
国際家族法研究会報告〔徐　瑞静〕
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